







































































(1) 拙稿「織物産地の変容と企業の模索-福井産地の場合 -J (黒瀬直弘編著『地
域産業一危機からの創造一.1 (白桃書房， 204 年)を参照のこと。
(2) 土掲拙稿によると， i平成14 年度全国繊維産地概況調査J から主要織物産地の
動向を検討した結果， 18 の主要織物産地の生産額・生産量は1982 年を 10 とする
と， 201 年にはもっとも減少の少なかった福井産地でさえも 59 ，最大の減少率と























198 年)，斎藤叶吉「桐生機業圏の成立と発展J (W 人文地理』第16 巻第 4 号)，笹
津武「地場産業地域の分業分析一桐生織物業地域の事例-J (r 杉野女子大学紀











見通し 上・下J r化繊月報j 19 年 9 ，1 月号)。
(4) 平井東幸氏は繊維産地について 8 項目にわたる定義を試みたのち，総括して
「繊維産業の産業集積は，従来から繊維産地と呼称してきているJ (平井東幸「産













(6) I明治 7 年府県物産表」については，山口和雄『明治前期経済の分析j (東京大
















近世期における桐生織物の出発点として，慶長 5 (160) 年関ヶ原合戦
の時に「旧桐生領五拾四ヵ村」の農民が徳川家康に織機 1 台あたり旗絹 1
210 
疋(= 2反)，合計2410 疋を献上したことがあげられる。この史実は，少
なくもこの地域に2410 台の織機があったことを示している o 約150 年を経
た宝暦 6 (1 756) 年には，桐生で産出される紗綾絹が「上州紗綾」として
京都に 3万1352.5 疋登せられたとの記述があり，別の史料では宝暦年間に




天保 8 (1 837) 年の足利出市差止議定書に名を連ねた織屋数が593 名で
あったこと，他方織機台数については天保前期の桐生織物生産圏内に約 1






(1 84-47) には織屋数は260 ，70 軒に減じたと史料にあり，別の史料で
は織機数も 5，6千台に減じたとある D 安政の開港を迎える前に，桐生織
物業の成長は減退傾向に転じていたことがわかる D











桐生新町|帯地 36 ，351 本着尺地54 ，820 反同 (交 ) 80 ，80 反組紐123 ，68 条
安楽土 |帯地 7，431 本着尺地17 ，728 反同 (交 ) 16 ， 147 反同 (綿 ) 1，905 反
|袴地 249 反羽織地98 反
東小倉 |着尺地 540 反
西小倉|着尺地1， 10 反岡崎市 ) 20 反
須 永|着尺地 20 反同 (綿 ) 10 反
山 田|着尺地 2，095 反同 (綿 ) 2，0 反
下久方|帯地1， 10 本着尺地6，25 反同 (交 ) 9，124 反羽織地20 反 組 紐14 ，50 条
上久方 |着尺地 4，540 反同 (交 ) 13 ，20 反羽織地360 反
二 渡|着尺地1， 0 反同 (綿 ) 4，0 反
新 宿|帯地 36 ，148 本着尺地30 ，0 反同 (綿 ) 9，218 反羽織地1， 40 反
境 野|帯地 19 ，395 本着尺地4，162 反同 (交 ) 1， 120 反半襟地950J i.
如来堂 | 着尺地 1，650 反
広 沢|帯地 3，80 本着尺地30 反
a 本木|着尺地1， 960 反
之〉、
口
帯地104 ，25 本着尺地126 ，340 反同 (交 ) 120 ，391 反同 (綿 ) 17 ，423 反
計|
















的地理的条件があげられる D この地域は，耕地条件が劣悪で(第 2 表「田
21 
第2表桐生地域の石高・耕地状況・領主数・戸口等 (1827 年・ 185 年・ 1875 年)
グループ 石高 団地率 領主数 戸数 戸数 人口 戸 数
町村名 (1 827 年) (J例年) (1 875 年) (1 827 年) (185 年) (1 85 年) (1875 年)
A ①桐生新町 321 0.8 1 76 98 1，103 1，046 
②今泉村 1，125 5 101 31 1，275 
③村松村 181 1 14 41 152 
④堤村 750 3 60 84 36 
B ⑤本宿村 375 2 15 63 27 
⑬下久方村 66 3 17 213 89 35 
⑭上久方村 763 5 123 189 76 179 
小計 3，860 5. 430 901 3，645 1，231 
C ⑬新宿村・ 590 15.9 3 145 349 1，251 498 
D ⑫境野村 686 30. 3 179 261 970 407 
@@⑧⑫如上 下中ー来堂村
169 1 61 73 31 12 
広沢村 892 6 104 128 560 
E 
広沢村 41 2 39 64 273 
広沢村 674 3 10 18 531 
本木村 69 1 35 37 163 53 
小計 2，218 35.0 349 420 1，840 650 
⑮浅部村 257 1 35 36 160 48 
⑮高沢村 169 2 23 30 10 36 
F ⑫二渡村 539 4 81 104 492 14 
⑬山地村・ 214 1 70 64 250 61 
小計 1，179 1. 9 209 234 1，012 259 
⑤東小倉村 271 1 35 41 190 58 
⑦西小倉村・ 364 1 42 63 315 94 
③須永村 321 3 47 61 247 90 
⑨名久木村 170 1 63 63 235 
G ⑩上仁田山村 240 4 68 60 324 
⑪中仁田山村 150 1 2 21 102 
⑫下仁田山村 376 3 60 65 27 
小計 1，892 2.0 37 374 1，685 526 
合計 日空， 746 9.8 2，416 3，528 14 ，495 4，617 」
(注) 1827 (文政 10) 年「上野田御改革村高帳J (W 群馬歴史民俗j 11 号)
185 (安政 2) 年「桐生新町組合村々地頭姓名等書上帳J (W 群馬県史資料編15j)
1875 (明治 8) 年『上野国郡村誌16 .1 (群馬県文化事業振興会)
人口 人口/石高






1，18 1. 3 
836 1. 0 
4，58 0.94 
1，93 2.12 
1，890 1. 41 
















































なかでも桐生織物業の大きな飛躍の契機となったのが，元文 3 (1738) 





































数も追々増えて 3 年後の元文 6 年には40 余機となった。その翌年には江戸
からも多数の注文が来るようになったし，また旧来からの京都為登絹市場
においても「京都江登セ候得ハ問屋捌方能，依之為登買方之者出精致し買


























































に分けて検討する D 第 1期は元文 3年の「高機」織法導入以前とし，第 2


































































いった。御召機屋仲間が安政元 (1854) 年に，また白糸機屋仲間が同 4 年
にすでに結成されていたことが関連史料で明らかである O 同じように染色
業においても分化の進展がみられた。白生地への型付捺染を業とする小紋










































奉公人20-30 人で，地方の商人としては大庖であったといえよう (2 九
彼らのビジネスはどのようなものであったのだろうか。次の史料(却は，

























































高は 3 万両にのぼり，江戸市場向けが 4 割強，残りが田舎(地方)であっ
た。地方への販売が書上家の買次商経営にとって不可欠の部分になってい
たことが分かる o 業態別にみると，江戸では「江戸間屋向キj と，地方で
は「田舎口 信州江州」が全体の 8 割強を占めている O 利益率(1. 5%) 
からみて，これらは前述の口銭取りの商法にあたるもので，顧客(問屋・
第 3表桐生新町書上家の年間織物商い高(文政 10 年)
販売先 商い高 利益 利益率 商い高構成 利益構成
耐 両 % % % 
;工 戸 問 屋 9，20 138 1. 5 30. 7 2. 0 
江戸前売庖(上得意) 2，160 87 4. 0 7. 2 13. 9 
同 (中得意) 1， 315 92 7. 0 4. 4 14. 6 
田舎口(信州・江州) 15 ，420 23 1. 5 51. 4 36. 9 
田舎商い分 1，270 70 5. 5 4. 2 11. 2 
荷造|脹(受取分) 635 9 1. 4 2. 1 1. 4 
J口~ 計 30 ，0 628 2.1 10. 。 10. 
(注) 1. r群馬県史通史編 5 .1より引用。

































































機業の展開J (r 群馬県史通史編 5.D ，I桐生織物J (r 群馬県史資料編15j) に負っ
ており，以下では出典としてとくに断らない場合がある。




郡，下野国足利郡)にまたがっていた (r 群馬県史通史編 5 t 509 頁)。
(3) r群馬県史資料編15j ，495 頁。なお，この箇所で示した織物生産量，生産額，
織屋数などの数値は『群馬県史通史編 5 j 287~290頁による。




(6) 工藤恭吉・川村晃正「近世絹織物業の展開J r講座・日本技術の社会史』第 3
巻(紡織) (日本評論社， 1983 年)， 147 頁。
(7) r群馬県史資料編15j ，383~386頁。
(8) r群馬県史資料編15j ，386 頁。
(9) r群馬県史資料・編15t 386 頁。
(1 0) 工藤・川村前掲稿， 145- 6頁。亀田光三「桐生地方に於ける水車八丁撚機と績
屋J r桐生史苑j 1 号。
(1) 亀田光三「桐生地域の撚糸水車についてJ (r 桐生織物と撚糸用水車の記憶』
(桐生市老人クラブ連合会， 203 年。以下『水車の記憶』とする。)， 14 頁。
(1 2) r群馬県史通史編 5 j (群馬県，平成 3年)， 291 頁。
(13) 桐生絹市立替一件および初期の絹買仲間については， r桐生織物史上巻j 95~ 
105 頁および「桐生市立替井織物之記J r群馬県史資料編15j 378~83頁参照のこ
明治初年桐生織物産地における産業集積と分業関係 27 
と。
(14) 安永 3 年「仲間捉J W群馬県史資料編15t 518 1ー9 頁。
(1 5) W群馬県史資料編15t 519-2 頁。「仲間捉」では， 12 ヵ条のうち 5 ヵ条が奉公
人の雇用方法，給金，年季，不正とその対処に関するものであった。
(16) W桐生織物史上巻j (桐生織物同業組合，昭和 10 年)， 205~ 6 頁。
(17) r桐生織物史上巻j (桐生織物同業組合，昭和 10 年)， 207 頁。
(18) r群馬県史資料編15j 史料 No.196 ，506 頁。
(1 9) W群馬県史通史編 5 t 291 ~ 3 頁。『群馬県史資料編15 .1 518~25頁の史料参照
のこと。
(20) W群馬県史資料編15 .1， 495 頁。
(2 1) r群馬県史通史編 5 t 32 頁。
(2) W群馬県史資料編15j ，492 頁。




たという。また，三世吉右衛門は天保 9 (1 83) 年に江戸岩槻町に出張庖を設け，
同13 年に本石町に移転している (35 頁)。
(25) 青木美智男編『文政・天保期の史料と研究j (ゆまに書房， 205 年)， 80 頁。
(26) 1家事法立覚」は『群馬県史資料編15j 533~ 5 頁をみよ。なお，書上文左衛門
家の買次商経営分析については，江口百合子「桐生絹買次商の性格について」
(r 論集きんせい』三)， r群馬県史通史編 5 j (323~ 7 頁)を参照のこと。
(2 7)林玲子『江戸問屋仲間の研究 j (東京大学出版会， 1967 年)，第 3 章，第 4 章参
照のこと。
(28) 林前掲書， 243~ 4 頁。
(29) 石井寛治「桐生織物買次商の一考察J (r 創価経営論集』第15 巻第 2 号)， 29 頁。
(30) r近代足利市史第 l巻j (足利市，昭和 52 年)， 833~ 4 頁。










産業集積状況の検討にあたって使用する史料は，明治 2 (1 869) 年の「桐
生新町寄場組合村人別家業改請印帳J(]) (以下「家業改」とする)と，明










































て分類した。すなわち， r農業J r山林業J r漁業J r織物業J r醸造業J r絞
油業J r職人J r衣料品関係J r食料品関係J r日用雑貨品関係J r晴好品関
係J r加工原料品関係J rその他の商業J r交通・運輸業J r金融業J r飲食





























最後に，桐生新町および24 ヵ村を A~G の小「地域J (以下では「地区」
とする)に分けてまとめた。これは桐生市の市域形成のプロセスおよび現
市域の行政区分との関連性を念頭に置いたものであるヘ
A: 桐生新町(現市域区分第 1 ， 2 区にあたる D 以下同じ)
B: 今泉村，村松村，堤村，本宿村，下久方村，上久方村(第 6，7. 
8. 9， 10 区)
c: 新宿村(第 3 ，4 ，5 区)
n: 境野村(第 1 区)
E: 如来堂村，上広沢村，中広沢村，下広沢村，一本木村(第 12 ，13 
区，ただし如来堂村は除く。)






しての発展を背景に，明治 5 (1 872) 年には戸数1，107 ，人口4，354 人を数
える商工都市としての様相を持つに至っていた。明治2 年 4 月に施行され
た市制・町村制によって桐生新町，安楽土村(今泉村・村松村・堤村・本
宿村一明治 9年合併)，下久方村，上久方村，新宿村が合併して桐生町と
なり，大正10 (1 92 1)年の市制・町村制改正公布を機に山田郡桐生町を廃





























E は如来堂・上広沢・中広沢・下広沢・一本木の 5 ヵ村であるが，これ
らは渡良瀬川を隔てて桐生新町の対岸にある o このうち上・中・下広沢村
と一本木村は明治2 年の町村制施行時に合併して広沢村となっている o 如
来堂村は相生村に編入されたのであるが，ここでは E のグル}プに入れ
ておいた。
F の浅部・高沢・二渡・山地の 4 ヵ村は，桐生川の上流域に位置して









第 2 図は，文政10 (1827) 年の各「地区」の戸数を 10 としたとき，そ




































いてみてみよう D 桐生新町および24 ヵ村全戸数3，742 戸のうち，織物業関
連職種従事戸数が1， 625 戸 (4%) を占め，地域住民の約半分が何らかの
形で織物業に関わる仕事に従事していたことがわかる O
しかし， I地区」単位でみてみると， A43.5% ， B5 1. 7% ， C53.3% ， D 
54.8% ， E17.0% ， F26.3% ， G54.2% と多少バラツキがある D 織物業の
集中度が平均をこえる， A ， B ， C ， D ， G 地区と集中度の低い E ，F 地区
第 4表桐生産地における「地区」別・業種別職業従事戸数(明治初年)
A B C D E F G -A弘 幸口t
段 業 21 8( 19) 16 ( 1) 4 ( 1) 27 ( 5) 71 512 
Ii l 林 業 3( 1) 5 84 ( Il 20 ( Il 12 
漁 業 l( 1) 
織 物 業 480 459 (213) 17( 63) 17 2( 9) 78( 1) 61 ( 1) 25 ( 4) 1， 625 
醸 造 2業 8 2( 1) l( 1) 3 ( 1) 1 ( 1) 15 
絞 I由 業 4 ( 3) 4 
職 人 1 80( 63) 30 ( 2) 29 (1 4) 25 ( 2) 17 16( 5) 308 
衣料品関係 2 6 ( 4) 30 
日用雑貨品関係 105 3l( 21) lI( 6) 5 ( 1) 7( 1) 24 ( 2) 3 186 
食料品関係 153 46 ( 31) 4l( 26) 30 (1 8) 1 ( 5) 5 1 ( 4) 297 
時好品関係 16 7( 6) 3 ( 3) 1 ( 1) 3 30 
加工原料品関係 2 2 5 
その他の商業 4 13 ( 3) 2( J) J2( 2) 5 37 
交通・運輸業 21 1l( 4) 2 7 ( 2) 1 13 6 
金 倣 業 3 2 3 1 
飲 食 業 25 4 ( 2) 2 ( 1) j(1) 32 
サービス業 50 21 ( 14) 9 ( 8) 3 ( 1) 5 ( 2) 2 7 ( 6) 97 
労 働 }J 販売 7 103( 79) 34( 30) j(j( 12) 3 (2 J) 24 42( 5) 326 
そ の 他 2 4 
無 四球 9 9 
未 dC い 4品 2 5 8 
{'λ I 計 I. 103 (845) 87 (465) 32 (J 62) :314(79) 459 (42) 23 ( 4) 415 (25) 3.7420.613) 
(i主 A r地区」については明治 5 {F の壬中 )I 符から作成された f桐'1:市史 J rl' 巻所収の表により.それ以
外の「地区」については明治 2 年「桐生新町寄場組合村人別家業改請印l阪J (r 群馬県史』資料編15) に
よる。( )内の数'{:は借地 .m 家数をぷすO
A: 桐生新町
B: 今泉村，付絞村.堤付.本街村， ド久 jj 村. r. 久j 村
c: 新宿村
D: 境野村-
E: 如来堂村. l:広沢村，中広沢村， ド広沢村本木村
F: i支部村，尚沢村波村.1[ 地村
G: 東小倉村，阿小合村.須永十t.名久木村.上1'.1II 1[1 村. rl' 仁川山村， 下仁HI 山村
236 
第 5表桐生産地における「地区」別織物関連職種従事戸数(明治初年)
部門 職種 A B C D E F G 合計
糸 屋 10 2 1 1 14 
原 屑 糸 1 3 2 6 唐 糸 1 1 
糸 挽 5 1 3 9 
事ト 賃糸挽 1 23 24 
染 草 1 1 
言十 12 12 3 27 5 
キu 屋 13 5 2 2 2 
紺屋職人 4 4 
撚 糸 1 53 37 7 4 102 
準
揚 撚 2 58 1 1 62 
賃糸撚 5 31 20 2 58 
備 糸撚日雇 1 1 2 撚糸商 1 1 2 
工 糸 張 5 1 6 糸張職人 1 1 
手量 糸張日雇 4 2 6 
糸 繰 1 1 
賃糸繰 3 1 1 5 
紋 屋 2 1 3 
言十 18 139 7 30 4 5 274 
機 屋 173 90 43 38 45 1 50 450 
製織工程
賃 機 10 136 41 94 21 45 146 493 
機屋勤人 1 1 
機下職 13 2 1 1 137 
機 ナ仔 13 5 4 4 26 
言十 317 241 90 137 70 56 196 1，107 
張 屋 15 3 1 19 
仕
張屋職人 2 2 
張屋通勤 2 2 
上 張屋下職 1 1 
工 張屋日雇 1 1 
程 絹布形付 8 2 2 1 13 
上絵師 2 1 3 
計 26 11 3 41 
機道具
続 屋 1 1 2 
機道具 2 2 4 
言十 3 2 6 
産自 買 24 1 2 1 28 
織絹買物勤人 7 7 
国売 1 1 2 
言十 32 2 2 37 
紐打そ
ナ丁 紐 68 42 2 12 
打紐下職 1 1 
賃打紐 4 4 
打紐売買 9 1 10 
他の その他 3 1 1 5 
言十 72 52 4 2 132 




とに分れる D とくに，桐生新町を中心に，それに隣接する B ，C ， D の「地








































あと，経糸は経台を用いて引き揃えられ (f 整経J) ，他方緯糸は符の中に





























は，原料関係 3% ，準備工程17% ，製織工程67% ，仕上工程 2% ，機道具
0.3% ，製品販売 2% ，打紐等 8% であった。
織物生産の中軸を構成する製織工程の職種従事者 cr 機屋J r賃機J r機
屋勤人J および製織直前の準備作業を担当する「機下職J r機排」など)
240 














仕上工程についても A とB で37 戸と全体の 9割を占めており，この両
「地区j が桐生産地の仕上加工センターになっていたことを示している o




た安永 3 (1 74) 年に早くも桐生染張仲間が成立しており，さらに文化 8













地 3 戸と 60% が借地・借家層で，桐生新町 (76%) ほどではないが，都市
雑業層の形成の進展が認められる o こうしたなかで，専業農家と目される
者は僅か1 戸に過ぎない。他方，織物関連の職種に就くものが178 戸と全
戸数の過半を占めている D その内訳をみると，製織工程担当の「織物J (機
屋) 51 戸・賃機41 戸，準備工程担当の「揚撚J 37 戸・「糸紬J (撚糸) 18 
戸イ機排J 5 戸・「機工J 3 戸・「機下職J 2戸，仕上工程担当の「絹染
張J 1戸， r染張屋通勤J 2戸など，準備一製織一仕上各部門の職種を擁
しており，とくに製織工程と準備工程が分厚い層を形成していた。これら
織物関連の職種従事者の48% が借家層であった。なかでも賃機では54% ，
「揚撚J 68% ， r機持J 80% と，借家住まいの賃加工業者が多かった。こ
のほか「打紐J 7戸， r糸張職人J 1戸，絹張屋 1戸， r染張屋通勤J 2戸，
「張屋日雇J 1戸， r打紐下職J 1戸は全員借家層であった o r染張屋通
勤J (史料では「染張屋職渡世桐生町半次郎方へ通勤 J) という表現に今日
の染色精錬工場に通勤する労働者のイメージが重なる(1 2) 。
また，前述のように下久方村も新町とは地続きの町場化した村で，ここ
も専業農家は総戸数247 戸のうち僅か 9戸にとどまる o 織物関連職種従事
者が15 戸と全体の61% を占めて大きな集積がみられた。この村では製織
工程42 戸(機屋 12 戸，織物10 戸，賃機20 戸)に対して準備工程が 67 戸と相
対的に多い。なかでも撚糸関係の従事戸数が47 戸 (r生糸績合J30 戸 + r糸
揚より J 17 戸)にのぼり，これだけで製織工程従事者を上回っている D 同
時に「糸張J 2戸， r糸張職人J 1戸， r糸張日雇J 2戸のような原料糸に
242 









ては「揚撚」は 1戸に過ぎず， r績屋J 31 戸「賃績屋J 31 戸であった。お
そらく，新宿村ではおもに原料生糸の一般的な撚糸工程 (r 生糸績合わ
せJ r下撚り J) を担う撚糸業者が集積していたのものと考えられる。


























弦の一端につける根緒などがあげられる o 桐生では132 戸のうち 9割以上
の124 戸が A とB に，さらに B 地区52 戸のうち下久方村-に 38 戸が集中し
ていた。ここでは打紐の集積の中から流通担当者である「根緒売買」を 7
戸も派生していたことが注目される(1ヘなお， A の桐生新町については明
らかでないが， B 地区の各村の集計値でみると， r打紐J r根緒打」と記さ
れた生産者35 戸のうち 4 分の 3 が借家層であった。町場化した地域の都市
雑業層の家内賃仕事として組紐は適していたのであろう o
最後に，生産用具としての織機および付属品の製造に関しては，第 5表




























































7 ・8 . (1836 ・37) 年の桐生新町の宗門人別帳と織屋との関連を検討した
分析によると，両者の関連を確認できた織屋は41 戸であった。そのなかで
奉公人を抱える織屋は 7割の29 戸にのぼった。その規模別分布をみると，
奉公人 5 人以下の織屋が17 戸 (59%) ， 6 -10 人が 9戸 (31%) と， 10 人
清ー重量制持f
246 
以下の規模の織屋が全体の 9割を占めていた。一方， 1 人以上の織屋は 3
戸にすぎないが，そうしたなかで奉公人18 人(男子 2 人・女子16 人)を抱
える経営も存在した。この織屋は大森金右衛門で，前述した西陣の紋工小
阪半兵衛が東雲椴子の帯地の織法を伝授した織屋でもあり， r桐生染機
(先染紋織物)の鳴矢 j といわれている (2ヘ
また，尾張徳川家の御用織物の製造を請け負っていた吉田清助家も天保












































ができるO それによると，新居家は慶応 2 (186) 年 1 月-10 月に格子柄










この帳簿は新居家の嘉永 2 年~7 年間の貸付金未回収分を書上げたもの























番号 氏 名 住 所 備考 l 貸金極類 貸(金阿額) 備考 2
1 藤兵衛，おかつ 桐生新町 3丁目 織貨 1.84 内金 l分 2朱を受取る。
2 仕事師七五郎 桐生新町 3丁目 織tt 0.375 外取太郎りに給残金金1かを阿放し3分来。 2内朱金1010 文両，を喜受
3 たばこや治兵衛 桐生新町 5丁目 織貨 1. 068 足利へ引越す
4 みよ吉 桐生新町 5丁目 石井五右衛門庖子 織貨 0.351 
5 おきそ 桐生新町 6 丁目 馬方市太郎庖子 織u 3.692 
6 傘屋儀兵衛 桐生新町 6 丁目 織tt 0.32 
7 大文字屋吉松 桐生新町 5丁目 織賃 0.325 
8 弥太郎 境野村 織貨 0.179 
9 肴昆弥磁 新宿村 総貸 0.921 出奔。紺 1反を質入れ。
10 角屋信二郎 新宿村 織貨 1. 013 
1 ほしの庄五郎 須永村 織賃 1. 03 外に行に金くが3取分貸れずし。 取立の懸合い
12 中島J¥.右術門 Nfi i本戸村 織貨 1. 734 
13 金蔵 高iI!戸村 織u 0.186 
14 伴助 高iil J:戸村 級武 1. 75 内で金相殺1分。内2金朱2分朱はは六現反金分で織受ち取ん。
15 そのだ藤馬 西小倉村 織貨 1.43 在貸。金取立の懸合いに行くが不
16 直蔵 西小倉村 織貨 0.634 2金取立の懸合いに行くが不
17 森下伊助 東小企村 織貨 2.07 貸ず金。取立の懸合いに行くが取れ
18 神取伊之八 *小倉村 織貨 0.82 当人義諜町村に奉公に出る。
19 元右衛門 広沢村 織貨 2.58 内金 2 両を受取る。
20 須藤清兵衛 一波村 織u 1.37 
21 平吉 本街村 新居家庖子 織貨 0.62 外織機に3質4入匁金3 分2 朱7厘を立家替賃かて払し。う。
2 星野七郎兵衛 大|尚キ町 織賃 0.95 送り糾l糸屋
23 かきや九助 大間々町 織貨 0.76 
24 竹沢甚兵衛 記載なし 織貨 0.73 貸2 金分取を辰立年に行に受く取が取。れず。 内金
25 文太郎 桐生新町 5丁目 御召検撚り代 0.75 より卒を引取る
26 fQ. 吉 桐生新町横町 御召横撚り代 0.5 出奔。糸を質入れ。
27 安五郎 桐生新町 3丁目 治政庖子 御召横撚り代 2.65 
28 新居前兵衛 桐生新町 5丁目 御召槌撚り代 2.634 殺貸。金取よ立り懸車合を手無貨1m 代で金貸す2分。を相
29 回じま也右衛門 桐生新町(カ) よしげ左近庖 組!丞・撚り代 1. 75 
30 徳蔵 桐生新町(カ) 張屋・御召代 1. 125 金2 分 2 朱を山伝殿より受取。
31 太右衛門 経営内 内奉公人・糸より かし越し 6.742 取内。金 2両を筒人由兵衛より受
32 直吉 経営内 奉公人 給金 4.53 衛内金より2阿受取2分。を5丁目松屋忠兵
3 糸張長次郎 経営内 給金かし 0.63 337 岡の常2分木大2宮朱司と5分0文と合。わせと金
34 I il 守蔵 経営内 糸張 給し金取替先か 5.68 給防金人自と由人j勘主定か差ら引受。取内。金 3両は
35 林蔵 経営内 入り手関 入手間内かし 1.25 殺内金。 2分を14 人分の手1111 代で相
36 背梅屋常次郎 吉田1& なし 御召 l反残金 0.125 
37 常木大宮司 記載なし 御召代 3.058 江代戸・南行部之品節代，右太引り残ぬ。代・御召
38 亀吉 花街(本宿)村 新居家唐子 家賃 0.917 
合 問- 金 額 58.047 
(注) 1 r嘉永七年十月諸方貸金取調l慌J <r 群馬県史資料編15J 所収)より作成した。
















第 2点は，賃業者の地理的分布についてである D 賃機のほとんどが桐生
新町を中心に，本宿(B) ，新宿 (C) ，境野(D) といった新町と地続きの町
場化した諸村，さらに広沢(E) ，二渡(F) ，東小倉・西小倉・須永(G) ，
高津戸と新町からほぼ 2里以内の山田郡内の諸村に居住する者で、あった。
桐生新町と周辺農村との問で織元と賃機との分業関係が確認できる。第 5


















から 3 Km程の距離にある o 南西面に丘陵地を控え，他方で、渡良瀬川の度
重なる氾濫など田・畑比率が高い割には耕地条件に恵まれないこともあっ
て，早くから織物生産が農家の副業として展開していた口弘化 3 (1846) 
年の「御旗絹一候連名帳」によると I 3 戸が127 台の織機を持っていた。
3 戸の 3分の 2 にあたる 21 戸は 3 台以下の織機を所有する小規模の織屋で
あるが，そうしたなかで10 台以上の織機を集積する織屋が 6戸立ち現れて
いる O これから検討する彦部家はそのなかの一軒で，所持石高2お6.8 石で、l叩0 
台の織機を所有していた{側3羽制0ω)
彦部家は永禄年中 (158-6ω9 年)に広沢郷に土着した旧家でで、，譜代百姓




政10 (1798) 年に女子奉公人 3 人であったのが，文化 7 (180) 年には男
子 2 人・女子 4 人に増え，その後増加傾向をたどり，嘉永 5 (1852) 年に





帯地出来高 帯地売高 生糸 生糸
「利分J I 
本数 金額 本数 金額 仕入高 遣い高
本 両 本 両 両 両 両
嘉永元 86 1，645.3 842 1，62.9 1，02 1. 3 1，023. 62.1 
2 1， 746. 5 1，847.9 1，30.4 1，082.4 64.1 
3 1，12 2，036.9 1，04 1， 879.1 1， 354. 5 1，347.8 689.1 
4 1，28 2，269.5 1， 13 2，023.1 1，298.4 1，270. 98. 
5 1， 317 2，35 1. 7 956 1，807. 93. 1，460.3 89 1. 4 
6 一 1， 163. 7 一 1，824. 1，71 1. 5 1，10 1. 8 61. 9 
安政元 1， 4.1 一 1，60.4 86 1. 2 75.2 68.9 
2 1，18.3 一 862.3 754. 652.8 53. 
3 1， 543. 9 1， 93. 2 763. 7 76. 7 76.2 
(r 群馬県史通史編 5 j より引用。彦部敏郎家文書より作成。切地は 1本丈 1尺
で換算し，金 1両=銀 60 匁=銭 6貫60 文で換算した， I利分J =帯地出来高一生糸遣
い高，小数点第 2位を四捨五入した。)
格化していったように思われる O この間，文政 9 (1826) 年には彦部五兵
衛知行が桐生産地の帯地の主力商品となる黒嬬子を織り出すなど，桐生織
物業発展に大きく貢献した。
彦部家の織物経営の実態については，嘉永元(1 84) 年から安政 3




彦部家は，嘉永 5 年に1， 317 本(金 2，352 両)の帯地(広帯・緒子帯)を
生産し，三，七の日に開かれる桐生絹市で絹買に販売していた。この年は
「春より広帯売方悪しく盆後極々不景気難相成儀年也j(3 1lで売れ行きが悪
く，販売本数は956 本に止まっている D 同年の宗門人別帳によると，同家
には男子 4 人，女子12 人合計16 人の奉公人が雇傭されていた。同史料には
奉公人の仕事内容を示唆する端書きが記されている。男子奉公人のうち 2
人が「糸染」に，また女子奉公人のうち 5 人が「機織j， 2 人が「紋引j，
明治初年桐生織物産地における産業集積と分業関係 253 








この年の賃機については明らかにできないが， r大福帳J の嘉永 5年の
部分に「賃機貸」として金85 両の記載があり，また前年の記載にも「賃機
前金かし」金75 両 2分， r彦五郎殿賃機前金かし」金10 両とあるから，彦
部家は何軒かの賃機を抱えていたと考えられる。また賃機による生産につ
いては次のことからもいえよう D すなわち 1人の熟練の機織奉公人が 1
年間に織れる帯地は170 本ぐらいとのことであるから，織機 5 台の生産量
は最大限850 本である (32) 。年間1， 30 本前後を製造していたとしたならば，
全生産量の 3分の l強を外部の賃機に依存していたことになるのである。
このほか同家は賃機に同家の機道具一式を貸与していたようで，安政 6
(1 859) 年の賃機証文には「機元井中道具一式取揃，髄ニ御預り申J とあ
る。また，織賃は金 1両につき広帯 6本の割合で払われるのであるが，契
約時に彦部家は賃織人に金 2分を前貸している D










嘉永元年から安政 3 年までの 9年間の純資産の動向を概観すると，嘉永
2 年まで増大傾向をたどっていた「有金」は同 3 年を境に減少に転ずる口




金」額は1，621 両 2朱と 210 文にまで落ち込んでしまった。その後，安政元
年，同 2年と 20 両前後の「余慶」を計上して，純資産額の回復がみられ
たが，同 3年の「有金」額は1，85 両 3分 2朱と 46 文に止まり，嘉永 2年
の水準までに回復しないまま，安政 6年の幕末開港による経済変動をもろ
に受けていくことになるのである D 厳しい情勢のなかで同家の織物経営は



































した。需要の高まりを受けて，専業化した撚糸業者 cr 績屋J r生糸績合」













が集積していた「地区J は， B の今泉・村松・本宿・下久方各村合計17
戸，また C の新宿村70 戸と D の境野村28 戸であり，撚糸業関係戸数26 戸


















下久方村，今泉村の 1町 4 ヵ村の濯瓶用水として聞かれたのであるが，先
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述の渡辺畢山の描写からも窺えるように，天保期には織物業の動力源とし
て重要な役割を果たすようになっていたのである o 第 5表で示された撚糸
業の集積は赤岩用水系 (C の新宿村70 とD の境野村28 ，合計98 戸)と，
大堰用水系 (A の桐生新町は 3戸にすぎないが B の今泉・村松・本宿・





作業(約 20-3 回転1m) ，御召や縮緬などのシボを作るために緯糸に高










































三氏の研究によると(ペ水車数 458 のうち，赤岩用水路に291 (63%) ，大
























































































































門といい， B r地区」の今泉村に居住していた。明治 2年今泉村の「家業




























(1) r群馬県史資料編15j No.316 r明治二年七月桐生新町寄場組合村人別家業改請
印帳J，69 -735 頁。
(2) r桐生市史中巻j (桐生市，昭和 34 年)， 445~450頁。




(5) 現市域の行政区分は『第 3 回桐生市統計書j (昭和 52 年版)による。
(6) 桐生市の市町村合併の経緯については『桐生市史中巻』による。
(7) r山田郡村誌j (上野国郡村誌 16 ，群馬県文化事業振興会，昭和62 年)， 90-91 
頁。
(8) r山田郡村誌j，24 頁。
(9) r山田郡村誌j， 24 頁。
(10) r山田郡村誌j，10 ， 108 頁。
(1) r桐生織物史上巻j，1~37頁。
(1 2) 今泉村の詳細については拙稿「明治初年桐生絹織物産地における社会的分業の
展開についてJ (商学研究所 83 号，以下「社会的分業」とする)， 14~18頁を参照
のこと。
(1 3) 下久方村と新宿村の詳細については「社会的分業J 28~30頁， 33~37頁を参照
のこと。
(1 4) r上野国郡村誌16 j， 75 頁。
(1 5) r桐生織物史中巻j 270~75頁。なお，紹は線経糸と地経糸を用い，経糸を揚め
て緯糸を組織したものである。紹の大部分は原料に経糸緯糸ともに生糸を用いて
織り上げ (r 生紹J) ，その後で精錬・染色等の加工を施すのである。
(1 6) r社会的分業J，28~30頁。
明治初年桐生織物産地における産業集積と分業関係 265 
(17) 山口和雄『明治前期経済の分析.1 (東京大学出版会， 1956 年)， 14 頁の第28 表お
よぴ23 頁の第52 表参照のこと。ちなみに第 7類に分類されている生産手段生産部
門の総額670 万円のうち，諸器械類306 万円と肥料類306 万円で大半を占めていた。
306 万円の諸器械類のうち， I織物・製糸・醸造其他製造用具」は10 万円余に過ぎ
ない。
(18) 古島敏雄『資本制生産の発展と地主制.1 (御茶の水書房， 1963 年)， 136 頁。
(19) r群馬県史通史編 5 .1， 295- 6頁。
(20) r桐生織物史上巻.1， 24 頁。
(2 1) r群馬県史資料編15 .1， 592 頁。
(22) r桐生織物史上巻.1， 356 頁。
(23) r群馬県史通史編 5 .1， 29 頁。
(24) r群馬県史資料編15 .1， 509 頁。
(25) 前貸問屋制経営の前期的性格については『足利織物史上巻.1 (足利繊維同業
会，昭和35 年)第 1編第 3章第 3節を参照のこと。
(26) この地域の織物業の発展と，そこでの織物業者の経営形態については中林真幸










(27) 新居甚兵衛家の経営については， r群馬県史通史編 5 .1 (30-4 頁)を参照の
こと。
(28) r足利織物史上巻J 第 1編第 3 章第 3 ， 4節を参照のこと。
(29) 彦部家の織物業については，工藤恭吉・市川孝正「近世桐生近郊農村・の構造と
織物業ー上州山田郡下広沢村一J (r 経済史学.1 8 ・9輯)， r足利織物史上巻.1.
f群馬県史通史編 5 .1， r彦部家の歴史.1 (群馬出版センター，平成 7年)を参照
のこと。
(30) r足利織物史上巻.1， 209-1 頁。
(3 1)彦部敏郎家所蔵『大福帳』。なお，彦部家の嘉永元年から安政 3 年まで帯地生
産高・販売高・生糸仕入高・生糸遣い高・「利分J については『群馬県史通史編
26 
5 j， 307 頁を参照のこと。この時期に彦部家が織っていた広帯は，女帯の一種
で，幅 1尺 8す，長さ 1丈 5尺前後，地質は唐織，糸錦，朱珍，厚板，嬬子など
の高級帯地で、あった。
(32) r群馬県史通史編 5 j， 308~ 9頁。
(3) r渡辺畢山全集第 2 巻j (日本図書センター， 19 年)， 19 頁。




(35) r桐生市史上巻t 728 頁。
(36) r桐生市史上巻t 728 頁。高山彦九郎「忍山湯旅の記J (r 高山彦九郎日記第 1
巻』西北出版， 1978 年)， 18 頁。
(37) r増補染織辞典j (日本織物新聞社，昭和 9 年)， 140 頁。
(38) r桐生織物史中巻j，149 頁。とくに今泉村・には御召機屋仲間48 軒中15 ，6軒あっ
たという(同書， 50 頁)。
(39) r上野国郡村誌16 j， 79~95頁。
(40) 隣接産地足利の撚糸業については，日下部高明『水車問書帳 3 足利の撚糸水
車j (クオリ， 197 年)があり，参考になった。
(4 1)亀田光三「桐生地域の撚糸水車について J (r 水車の記d憶，D 17 頁の表 1参照の
こと。
(42) r誇り高き八丁撚糸の職人J (r 水車の記憶j 6 -75 頁)より適宜抜粋した。な
お， r最も良いお召しとは，色，シボ，絹味，そして独特の風合いにあるJ (r 水
車の記憶j，60 頁)といわれていて，おそらく，有力な織屋は自分の作業場内で
釜場，撚場を設けて一貫作業を行っていたと思われることを付言しておく。
(43) r桐生織物史上巻t 24 頁。
(4) r桐生織物史上巻j，246~ 7 頁。なお，石田九野は文久元年(1 86 1)に 5 歳で
没した。
(45) r桐生織物史人物伝j (桐生織物史編纂会，非売品)， 5 頁。渡辺畢山の「毛武遊
記」に「石田常蔵といふものを問ふ，九野と号J r業は紋ひろひとて織もの¥
紋のあやを考ひいだせるなり」と紹介されている(前掲書， 26 頁)。
(46) r群馬県史資料編15t 70 頁。
(47) 新井為蔵に関する引用は『桐生織物史人物伝j 51~ 2 頁による。









































れる O まず， 70 万両の貨幣収入はどのように産地内で分配されるだろう
か。外部市場との仲立ちをした買次商，国売，仲買などの流通業者は取引




























(1) 19 世紀末から 20 世紀初頭の桐生買次商に対する評価については，従来極めて対
照的な二つの評価が与えられてきた(石井寛治「桐生織物買次商の一考察 J r創
価経営論集』第15 巻第 2 号参照のこと)。これに対して，幕末期以降の買次商の
ビジネスを検討した石井氏は，興味深い問題として 190 年代初頭の買次商の「口
銭問題」があったことを指摘している。従来買次商は販売手数料=買入口銭(1. 0 
-1. 5%) を問屋から受取っていたのが， 1903 年に産地の機業家からも 0.2% を受
取るようになり，さらに 195 年には問屋の買入口銭廃止にともなって，売込口銭
















ついてJ (専修大学商学研究所所報 83 号)参照のこと。ここでは桐生新町ほか 24
か村の諸職業の展開状況について検討しているが，十分とはいえない。
